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令和４年３月２８日 

植物品種等海外流出防止対策コンソーシアム 

 

品種特性審査における現地調査・資料調査の精度向上のための出願者の 

施設・技能等要件の整理に関する報告書 

 

１ 趣旨 

 令和２年１２月に成立した改正種苗法では、育成者権を活用しやすくするための措

置として、品種登録に際しての特性審査において確認された特性（いわゆる「特性表」）

の位置づけが明確化された。また、出願者が審査手数料を納付することにより、より

質の高い審査を実現することとしている。 

 

 特性審査については、海外との審査協力の促進の観点から国際的にも標準の審査方

法である栽培試験を基本としているが、生育環境に地域性がある植物や栽培に特別な

施設等が必要な植物のうち、栽培試験では適切な評価が難しい植物については、植物

本来の特性が発揮されやすい現地調査で実施する必要がある。また、病害虫抵抗性や

成分分析等の一部の重要な形質は、通常の栽培試験に加えて別途、特別な調査が必要

となるが、出願者は、これらの専門的な知見が必要な調査を自ら実施していることか

ら、信頼性のある資料が提出されている場合は、効率的な審査とするため当該形質に

ついて提出資料により調査（部分資料調査）を行うことを検討している。 

 

 これらのことから、現地調査及び部分資料調査について、権利の早期化に向けた審

査の効率化や出願者の負担軽減に配慮するとともに、種苗管理センターが実施する栽

培試験と同等の質と客観性が確保でき、審査手数料を納付する出願者等へ公平かつ透

明性のある説明が可能となるよう、出願者が備えるべき技能・施設等の具体的な要件

について検討・整理を行う。また、併せて、出願者の提出資料のみで出願品種の審査

の対象となる全ての形質について調査を行う資料調査（全部資料調査）の場合につい

ても、同様に検討・整理を行い、農林水産省において令和４年度からの実施に向け、

審査要領への反映を行うとともに、必要な情報を品種登録ホームページで提供する。 

 

２ 現行の現地調査及び資料調査の規定について 

 登録出願品種審査要領においては、現地調査及び資料調査について、次のように定

めているが、各要件の具体的な判断基準は示されていない。 

 

（登録出願品種審査要領 抜粋） 

 ア 現地調査の場合は、次に掲げる全ての要件を満たすものとする。 

（ア）出願者等において、種類別審査基準（以下、審査基準）に基づいて信頼性のあ

る試作が可能であると認められること。 
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（イ）適切な時期に現地調査を実施すれば、審査上必要な特性についての調査を対照

品種と比較して実施することが可能であると認められること。 

（ウ）その特性の調査をすべき時期が現地調査の実施時期と異なる特性については、

出願者において信頼性のある資料の提出が確実に行われると認められること。 

 

イ 資料調査の場合は、次に掲げる全ての要件を満たすものとする。 

（ア）出願品種が、種苗法施行令（平成１０年政令第３６８号）第４条に規定する国

立研究開発法人、公立試験研究機関又は知的財産課長がこれらと同等と認める機

関等（以下「試験研究機関等」という。）において、審査基準に従い、２年以上の

特性試験により検定されたものであること。 

（イ）形質のうち、審査基準において計測によるものと指定された形質については、

願書等に記載された出願品種及び対照品種の特性値が適切であることを証明する

実測値の資料が提出されていること。 

（ウ）形質のうち、審査基準において観察によるものと指定された形質については、

願書等に記載された出願品種及び対照品種の特性が適切であることを判断するこ

とができる写真、標本等の資料が提出されていること。 

（エ）出願品種について、均一性及び安定性を審査するための資料が提出されている

こと。 

 

３ 検討の方向性について 

 栽培試験は、種苗管理センターにおいて実施しており、現地調査及び資料調査につ

いて、栽培試験と同等の品質を確保するには、種苗管理センターの取り組みを参考と

することが適当である。 

 種苗管理センターでは、栽培試験の実施にあたり ISO9001に準じた「品質マニュア

ル」「栽培試験の実施に関する手順書」等を整備している。手順書の構成で参考とす

べき内容は、①栽培試験の実施に関するフローチャート、②栽培特性調査マニュアル

等（個別マニュアル）の作成、③栽培試験実施の事前準備、④栽培試験作業計画の作

成、⑤栽培試験実施の準備、⑥栽培試験の実施、⑦特性調査、写真撮影及び DUSの判

定、⑧栽培試験結果報告書（案）の作成である。 

 

（参考） 

栽培試験の実施に関する手順書(目次) 

 1 目的 

 2 適用範囲 

 3 関連文書 

 4 栽培試験の実施に関するフローチャート 

 5 栽培特性調査マニュアル等（個別マニュアル）の作成 

 5.1個別マニュアル作成計画の作成 
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 5.2個別マニュアル案の作成及び提出 

 5.3個別マニュアルの策定及び情報共有 

 5.4個別マニュアルの使用 

 6 栽培試験実施計画の受理 

 7 栽培試験実施の事前準備 

 7.1栽培試験実施責任者の指名 

 7.2栽培試験実施担当者の決定 

 7.3栽培植物担当植物種類に関する情報収集 

 7.4栽培試験に使用するほ場及び施設の準備 

 8 栽培試験作業計画の作成 

 8.1栽培試験作業計画（案）の作成及び提出 

 8.2栽培試験作業計画の決定 

 9 栽培試験実施の準備 

 9.1栽培試験に使用する資材類の準備 

 9.2対照・標準品種等の準備 

 9.3種苗の入手前の準備 

 10 栽培試験の実施 

 10.1種苗の入手 

 10.2栽培管理 

 10.3栽培試験の実施に係る問題点報告 

 10.4栽培記録の作成 

 10.5栽培試験の実施状況の見学等の制限 

 11 特性調査、写真撮影及び DUSの判定 

 11.1特性調査及び写真撮影の準備 

 11.2特性調査及び写真撮影の事前確認 

 11.3特性調査 

 11.4写真撮影 

 11.5品種別調査結果概要の作成 

 11.6 DUSの判定（総合観察） 

 11.7栽培試験関係資料等の保管 

 12 栽培試験結果報告書（案）の作成 

 13 種苗の処分  

 様式 1 栽培記録 

 様式 2 栽培記録（品種管理一覧表） 
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４ 要件及び確認方法等 

４－１ 現地調査 

 現地調査は、出願者のほ場において審査基準に即した栽培管理が行われ、種苗室審

査官又は種苗管理センター担当者（以下、「審査官等」という。）が適切な時期に現

地において調査でき、現地調査時以外のデータについても信頼性のあるデータが確保

できることで、審査が可能となる。 

 一方で、出願品種によっては、栽培試験で対応できない栽培環境の地域性や特別な

施設等が必要なものもあり、多様な出願者に対し一律に技術等の要件を課すことは難

しいことから、審査官等の適切な指示・助言により、審査をより適正なものとするこ

とが適切である。 

 現地調査の実施の可否については、審査官等が適切な指示・助言を行いつつ、栽培

場所の確保、対照品種を含めた栽培管理、データの記録等が適切に実施できることを

確認することで判断する。 

確認方法はチェックリストにより行うこととし、チェックリストは、予め審査官等

が指示事項等を記載した上で、その他の必要な事項を出願者に記載いただくものとし

（個人育成者の場合は、審査官等がヒアリングを行い記載することも可とする）、審

査官等は、その内容について確認を行い、現地調査の可否を判断するものとする。 

 チェックリストは、現地調査に係る栽培管理等の計画に位置付けられるものである

ことから、複写したチェックリストを出願者へ送付する。 

 出願者は、チェックリストに基づき栽培の準備、栽培管理等を行い、審査官等は、

現地調査時にチェックリストに基づき栽培管理状況等について確認を行うことで、審

査の信頼性向上を図る。 

 なお、審査官等は、現地調査の実施にあたっての留意事項についても、出願者へ説

明を行い適正な審査が実現できるよう努めるものとする。 

 

（１）現地調査に関する基本情報チェックリスト項目 

①組織名及び代表者等 

②実施体制 

③実施場所（ほ場・施設名、住所） 

④調査項目、調査方法、調査予定時期 

⑤出願者が実施する調査で用いる機器等 

⑥調査に用いる資材の情報 

⑦作業予定（栽培歴） 

⑧調査データの記録・チェック方法 

⑨植物の生育状況及び品種の特性が確認できる写真 
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（２）現地調査実施に関する留意事項 

 留意事項は、「出願者へのお願い」として次の内容を基本とし、審査官等が植物や

地域性に応じ適宜加筆・修正し出願者へ送付し、適宜、説明を行うものとする。 

 

＜例＞ 

 

出願者の皆様へ 

 

現地調査での品種登録審査に当たってのお願い 

 

 １ 準備段階について 

 チェックリストを基に次ぎの内容を栽培前までに確認ください。 

 ① 栽培開始までに調査器具等をご準備ください。 

・作業・栽培管理に係る記録を行う作業日誌（別紙様式例１） 

・データを記録する野帳（※審査官等が提供） 

・測定を行う器具（メジャー、ノギス、糖度計等） 

・デジタルカメラ（写真サイズ 2L判で鮮明に印刷できる 1536 × 2138ピクセル 

(300万画素相当)以上とする。） 

  ② 栽培管理作業時期 

 ③ 標準品種、対照品種の入手時期・方法 

  ④ 栽培に必要な圃場・施設及び区画 

⑤ 栽培に必要な、用土、ポット、肥料、農薬等の資材 

 ⑥ 審査官等からの指示のあった形質に係る調査時期 

 ⑦ 審査官等の調査する形質・時期 

 

２ 栽培管理作業について 

① 栽培管理の時期・方法はチェックリストの作業計画に沿って実施ください。 

作業時期や生育の遅れ等問題が生じ、審査官等の現地調査時期に変更が生じる

可能性がある場合は、審査官等へ速やかに報告・相談ください。 

 ② 品種毎に識別可能なラベリングを行い、定植後の移動（栽培管理に必要な場合

を除く）・除去は行わないでください。 

③ 植物成長調整剤の使用、日長処理、温度処理等の人為的処理は原則行わないで

ください。ただし、供試品種の休眠打破が必要な場合、発根処理が必要な場合等

については、事前に審査官等へ相談ください。 

 ④ 栽培区画へ第三者がみだりに立ち入らないよう配慮をお願いします。 

 ⑤ 地域で予想される霜や雹の害、干害等の気象災害、病虫害・鳥獣害の防止に努め

てください 
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３ 作業・特性データの記録等について 

 ① 種苗の入手時期・方法を作業日誌に記録ください。 

 ② 播種・定植、肥培管理、防除等の時期・方法を作業日誌に記録ください。 

 ③ 植物に異変が確認された場合は時期・観察結果を作業日誌・写真に記録くださ

い。また、審査官等へ速やかに報告をお願いします。なお、ご自身の判断のみで

植物体を処分した場合は、拒絶になる場合もあります。 

④ 当局による現地調査時以外の形質の測定・記録及び報告は審査官等の指示に従

い行ってください（写真・植物体の提出も含みます） 

 

注：作業日誌は、出願品種等の生育状況の確認に必要な情報です。審査に当たって

も重要な情報となりますので、審査官等が現地調査を行う際に栽培管理の状況を

伺いますので、適宜記載の上、当日までに準備ください。 

 

４ 審査官等の当日の現地調査について 

 ① 調査対象植物の区画が分かるように指示ください。出願品種であることや供試

個体数の確認を行います。 

 ② 審査官等の調査に当たり作業場所を準備ください。 

 ③ 根や地下茎の調査を行う場合は、当日、当該部位の堀取り作業に協力をお願い

します。 

 ④ 当日、審査官等は次の内容を伺いますので、ご協力ください。 

・育成の経過、繁殖の方法 

・交配の場合：交配親、交配時期、選抜経過（自殖、他殖、F1等）、育成完了 

・枝変わりの場合：親品種、変異誘発の有無 

・栽培状況（栽培経過、管理（灌水、温度、日長制御等）、資材（鉢、用土、肥

料、農薬）   

・譲渡：初めての譲渡、販売生産状況（参考まで） 
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【現地調査用】 

 

現地調査に関する基本情報チェックリスト 

 

 基本項目 確認内容（記載例） ○× 

１ 組織名及び代表者

等 

 

株式会社○○種苗 

代表取締役社長 ○○○○ 

※現地調査に係る栽培管理を行う会社名、公的機関名、大

学名等及び代表者名、個人の場合は個人の氏名を記載。 

 

２ 実施体制 研究開発部品種育成課 

担当者：開発リーダー○○○○ 

責任者：品種育成課長○○○○ 

※個人で実施する場合は、責任者兼担当者：氏名を記載。 

 

３ 調査実施場所 ○○育種ほ場（○○県○○市○○町〇―〇） 

交通機関（最寄り駅）： 

 

【特別調査】 

○○研究室（○○県○○市）の閉鎖系実験温室 

※調査実施場所及び具体的施設名を記載 

 

４ 調査項目、調査方

法、調査予定時期 

審査官等現地調査実施予定時期：○月○旬 

出願者が実施する調査：調査項目、調査方法、調

査予定時期を記載 

※審査官等が記載 

 

【特別調査】 

「○○病幼苗接種法」 

現地調査実施予定日：○月○日 

病原接種方法、調査方法、調査項目、調査年月日

を記載 

 

５ 出願者が実施する

調査で用いる機器

等 

・定規 

・重量計 

・ノギス 

 

６ 調査に用いる資材

（種苗、セルトレ

イ、ポット、用土等）

の情報 

・種苗：標準品種：○○（○○種苗、○月入手） 

    対照品種：○○（○○種苗、○月入手） 

・セルトレイ：○○穴（○○社、○月入手） 

・用土：赤玉土中粒（商品名：○○、○月入手） 

・肥料：○○（商品名：○○、○月入手） 

※対照品種名・標準品種名等は審査官等が記載 

 

【特別調査】 

・種苗：品種○○（○○種苗、○月入手） 

・病原菌：○○病菌（生物資源ジーンバンク、○

月入手） 
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・試薬：PDA培地（○○社、○月入手） 

７ 作業予定（栽培歴） は種、挿し木、定植、剪定、施肥、農薬の情報 

※各作業予定時期を記載。 

 

【特別調査】 

 

 

８ 調査データ等の記

録・チェック方法 

・データ記録者： 

・データ確認者： 

・作業日誌記録者： 

※個人の場合は、データ確認は審査官等とする。 

 

 

９ 植物の生育状況及

び品種の特性が確

認できる写真 

カメラの機種：○○ 

設定：オート 

撮影構図（撮影予定時期）：栽培全景、植物体、

区別性 

※適切なカメラ、設定、必要な写真構図 

 

※審査上必要な指示事項は、審査官等が記載。栽培に係る助言も行いつつ確認内容を記載。 
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様式 栽培作業日誌（記載例） 
 

年月日 作業項目 作業内容等 殺虫剤 回 殺菌剤 回 施肥 回 

○年 

○月○日 

は種 標準「Ｃ」○穴セルトレイに○粒ずつ

○穴は種。□℃で育苗温室にて管理。 

      

○月△日 種苗受領 出願「Ａ」○穴セルトレイで○株受

領。 

対照「Ｂ」○cm ポットで○株受領。 

育苗温室にて管理 

      

○月□日 移植 出願「Ａ」、標準「Ｃ」各○株を○cm ポ

ットに移植。育苗温室にて管理 

      

○月×日 薬剤散布  △△ 

×1000 

1 □□ 

×2000 

1   

△月○日 定植 ほ場に出願、対照、標準、計 3 品種を

各○株定植 

      

△月△日 追肥      ○○ 

×1000 

1 

△月□日 摘心 各株○節残しで摘心       

△月×日 薬剤散布  □△ 

×1000 

1 ○○ 

×1000 

1   

□月○日 特性調査 対照「Ｂ」、標準「Ｃ」質的･量的調

査、写真撮影 

      

         

         

         

         

         

         

         

         

         

※記録方法は、担当者や植物によって違いがあるので形式は問わないが、最低限、作業内容や出来事等

及びその年月日を記録する。必要に応じて項目や行を変更する。 
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４－２ 特別な調査を要する形質に係る資料調査（部分資料調査） 

特別な調査を要する形質に係る調査を出願者が提出する資料により行う、部分資料

調査の可否については、願書に添付される資料が信頼性のあるものであり、そのデー

タに基づき特性を評価・審査できるかどうかを判断する必要がある。 

 その判断には、審査基準で指定される手法やセンターのマニュアル等に即し、適切

な者が、適切な実施体制で、適切な機器・施設及び資材を用い、適切な方法で適切に

調査しているかの情報が必要であり、これらを含む調査結果の概要書を願書に添付い

ただくことで、信頼性を確保する。 

また、部分資料調査の実施に関する確認事項について、審査官等はチェックリスト

に基づき出願者へヒアリングを行い適切に調査が実施されているか以下の確認を行

うものとする（必要に応じ、現地確認を行う）。 

なお、出願時の添付資料ではデータが不足する場合は、出願者に自主補正により追

加の資料を提出していただくこととする。また、出願品種及び標準品種だけでなく対

照品種のデータも必要であるが、出願品種によっては、通常の栽培試験で確認された

特性により区別性が判断できることがあり、その場合は、特別な調査を要する形質に

ついては出願者の選定した対照品種の類似性を部分資料調査の要件とはしないこと

とする。 

  

（１）特別な調査を要する形質のデータに係る調査概要書に含まれる内容 

① 調査実施体制（担当者及び責任者） 

② 調査実施場所 

③ 調査に用いる機器等の情報 

④ 種苗（供試品種）、ウイルス・菌 、試薬等の情報（入手・管理方法含む） 

⑤ 調査実施方法・時期 

⑥ データの評価方法（評価基準） 

⑦ 調査結果 

⑧ その他添付資料（階級値設定表、特性表（測定値）、写真、気象表、栽植図） 

 

（２）特別な調査の実施に関する確認事項 

  ① 実施体制 

・当該調査に係る担当者に、当該調査と同様の試験・研究に係る実務経験がある

こと。 

・当該調査の実施体制には、原則として複数の者を充てることとし、それぞれの

役割分担が明確であること 

・調査責任者が、当該調査が計画どおりに実施されたか、データの記録が適正に

行われたか、取りまとめが適正に行われたかについて、確認を行っていること。 

② 調査実施場所及び関係者以外の立入り制限 

・調査実施場所については、適正な区画が設定され、環境条件等において調査実
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施にあたり問題がないこと。病害虫の検定調査については、病害虫毎に汚染防

止対策が図られた調査区で実施され、当該調査区域外への流出防止措置が図ら

れていること。 

・調査区域に部外者がみだりに立ち入らないよう、必要な措置を講じていること。 

③ 調査に用いる機器等の情報 

・調査に用いる機器等は、調査開始前までに動作の確認、必要に応じて校正が行

われていること。 

④ 種苗、病原菌等 、試薬等の情報（入手・管理方法含む） 

・供試品種及び病原菌等は、入手先及び入手時期、調査開始前までの管理方法等 

を確認できること。 

・試薬等の入手方法・管理方法が適切であること。 

・取違い防止のため、整理番号等を付したラベリングが行われていること。 

⑤ 調査実施内容・手順・スケジュール 

・調査方法が明確であること。調査の手順が審査基準又はセンターのマニュアル

等と比較し適切であること。 

・調査区の株数・調査株、サンプル数、反復数等が審査基準又はセンターのマニ

ュアルに従っていること。 

・調査結果が標準品種との相対比較により評価されていること。 

⑥ 記録項目・方法及びデータ保存 

・調査データ以外の調査環境等のデータについても記録されていること。 

・作業・栽培管理に係る記録を行う作業日誌が整備されていること。 

・野帳データが保存され、審査当局からの求めに応じて提出可能であること。 

⑦ データのチェック方法 

・提出されたデータは、複数の者によりチェックが行われ、調査責任者により品

質の確保がなされていること。 

⑧ 調査の実施状況及び品種の特性が確認できる写真 

・供試品種や病斑の写真等調査の内容に応じて、実施状況や品種の特性が確認で

きる写真が添付されていること。 
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【部分資料調査用】 

 

特性調査結果概要に関する基本情報チェックリスト 

 

 基本項目 チェック項目 ○× 

１ 組織名及び代表者 □組織名及び代表者  

２ 調査実施体制 □出願者自ら実施 

□第三者が実施 

（○○研究所の実施による） 

□同様の試験・研究に係る実務経験 

□複数の者で役割分担し実施 

□社内試験計画に基づき実施 

 

３ 調査実施場所 □調査実施場所及び具体的施設名 

□適正な試験区画の設定 

□試験区外への病原菌流出防止対策 

□部外者がみだりに立ち入らない措置 

 

４ 調査方法、調査項

目、調査年月日 

□審査基準に則した試験 

□標準品種との相対評価 

□対照品種との比較 

 

５ 調査で用いた機器

等の情報 

□事前の機器の校正、動作確認  

６ 調査で用いた種

苗、病原菌 、試薬

等の情報 

□種苗、病原菌、試薬の入手・管理等の情報 

□種苗の取り違え防止ラベルの設置 

 

７ 栽培（接種）歴 □審査基準や種苗管理センターのマニュアルに

準拠 

 

８ 調査データのチェ

ック 

□データ確認等の日付 

・複数名によるデータ確認日 ○／○ 

・責任者によるデータ検査日 ○／○ 

・気象データ ○／○～○／○ 

・作業日誌 ○／○～○／○ 

□調査野帳の保管 

 

９ 調査の実施状況及

び品種の特性が確

認できる写真 

□鮮明な写真 

□特性の確認が行える写真 

 （必要に応じてカメラの設定を確認） 
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【願書添付調査結果概要】 

（部分資料調査 病害抵抗性調査の場合） 

出願品種「○○」の特性（○○病抵抗性）調査結果概要 

 

年 月 日 

農林水産大臣 殿 

株式会社○○種苗 

代表取締役社長 ○○ ○○ 

 

 下記のとおり、出願品種「○○」の特性（○○病抵抗性）調査結果概要を提

出します。 

 

記 

 

１ 出願品種の名称「○○」 

 

２ 出願者 

氏名又は名称：株式会社○○種苗 

  住所又は居所：○○県○○市○○ 

 

３ 植物種類名 

  学名：Solanum lycopersicum L. 

  和名：トマト種 

 

４ 調査場所 

  名称：株式会社○○種苗○○育種農場 

  住所：○○県○○市○○ 

 

５ 調査担当者 

  氏名：○○○○ 

 

６ 調査（栽培）期間 

  年 月 日 ～ 年 月 日 

 

７ 調査手法 

（１）使用器具 

   ※クリーンベンチ、オートクレーブ、高温滅菌器、遠心分離機、人工

気象器 

（２）栽培方法 

   ・作型 施設鉢栽培 

   ・栽培条件（は種、育苗、定植、接種の時期及び条件、温度管理及び

裁植密度）について記載する。 
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（３）接種源の調整方法 

   ・病原菌等の学名、入手先、入手時期を記載する。 

   ・病原菌等の増殖（培地、温度、期間等）について記載する。 

   ・病原菌の濃度測定方法（トーマ血球計算盤、希釈平板法）について

記載する。 

   ・病原菌の接種濃度、接種方法について記載する。 

（４）調査方法 

   ※調査時期、方法等について記載する。 

（５）評価方法 

   ※評価方法について記載する。 

（６）供試品種 

   ※出願品種「○○」、対照品種「○○」、標準品種「○○」を記載。 

 

８ 調査結果 

 (1) 区別性の概要 

   出願品種は、対照品種「○○」と○○病抵抗性において、 

  明確に区別することができる  ［ ］ 

  明確に区別することができない ［ ］ 

 (2)均一性の報告 

   この品種は、その繁殖方法を考慮して、 

  十分に均一である  ［ ］ 

  十分に均一でない  ［ ］ 

 (3)安定性の報告 

   この品種は、その重要な形質について、 

  安定している    ［ ］ 

  安定していない   ［ ］ 

 

９ その他 

 

10 調査責任者 

  氏名： 
 

11 添付資料 

(1)階級値設定表 

(2)特性表 

(3)写真 

(4)気象表 

(5)裁植図 
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【９ 添付資料 部分調査、全部調査共通】 

 （添付資料(1)階級値設定表） 
植物種類名 階級値設定表（  年   株式会社○○種苗○○育種農場） 

 
№ 

 

 
形質 

 

小数点 
以下有 
効桁数 

 
階級値 

 

 
1 

 

 
2 

 

 
3 

 

 
4 

 

 
5 

 

 
6 

 

 
7 

 

 
8 

 

 
9 

 

 
設定根拠 

 

  
 

 

       
階 級 範

囲  

   
 ～  

 

   
 ～  

 

   
 ～  

 

   
 ～  

 

   
 ～  

 

   
 ～  

 

   
 ～  

 

   
 ～  

 

   
 ～  

 

 

 階級幅          

 中間値          

標 準 品

種 
         

  備考            

注：標準品種は「  」及び「  」、基準品種は「  」であり、備考欄に測定値を示した。 
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（添付資料(2)特性表） 
植物種類名 特性表（  年 株式会社○○種苗） 
 

 

形質 

出願品種 対照品種１ 対照品種２ 

品種名 測定値 備

考 

品種名 測定値 備

考 

品種名 測定値 備

考 

出願番号          

登録番号          

特性調査年度          

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

形質 

標準品種１ 標準品種２ 標準品種３ 

品種名 測定値 備

考 

品種名 測定値 備

考 

品種名 測定値 備

考 

出願番号          

登録番号          

特性調査年度          

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考 
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（添付資料(3)写真） 
農林水産植物の種類名「品種名」 

 

全景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 撮影年月日 

 年/月/日 

 備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出願品種「品種名」表題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 撮影年月日 

 年/月/日 

 備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対照品種「品種名」表題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 撮影年月日 

 年/月/日 

 備考 
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農林水産植物の種類名「品種名」 

 

対照品種「品種名」表題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 撮影年月日 

 年/月/日 

 備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

標準品種「品種名」表題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 撮影年月日 

 年/月/日 

 備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

標準品種「品種名」表題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 撮影年月日 

 年/月/日 

 備考 
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（添付資料(4)気象表） 
気象表（  年 月～ 月） 
 
例１：施設栽培の場合 

観測場所：株式会社○○種苗○○育種農場 

   

  月  

   

旬

別 

       

 平均気温℃  

       

 最高気温℃  

       

 最低気温℃  

  日照時間 hr          

  特記事項    本年    平年   

 

   

月 

 

上

旬 

      

 

 中

旬 

     

下

旬 

     

月平均･合計       

※日照時間は、   気象台   観測所のデータを使用した。 
 

例２：露地栽培の場合 
観測場所：   気象台   観測所 

   

  月  

   

旬

別 

平均気温℃ 最高気温℃ 最低気温℃ 降水量 mm 日 照 時 間

hr  

       

  特記事項   

本年  平年 本年  平年 本年  平年 本年  平年 本年  平年 

 

   

月 

 

上

旬 

           

 

 中

旬 

          

下

旬 

          

月平均･合計            
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 （添付資料(5)裁植図） 
 
例１：施設栽培の場合 
裁植図（トマト） 自社内病害検定温室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  月  

   

旬

別 

       

 平均気温℃  

       

 最高気温℃  

       

 最低気温℃  

  日照時間 hr          

  特記事項    本年    平年   

 

   

月 

 

上

旬 

      

 

 中

旬 

     

下

旬 

     

月平均･合計       

※日照時間は、   気象台   観測所のデータを使用した。 
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裁植図（トマト） 自社内栽培温室 
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４－３ 資料調査（全部資料調査） 

 特性審査の対象となる全ての形質に係る調査を出願者の提出する資料で行う資料

調査（全部資料調査）が可能か判断するには、調査概要書が提出されていることに加

えて、審査基準に即した栽培管理及び調査が行われたことを裏付ける必要十分な資料

が願書に添付されているか確認できる必要がある。 

 また、提出された資料の品質が確保されているか、調査の実施・管理体制について

審査官等はチェックリストに基づき、出願者へのヒアリングにより以下の確認を行う

こととする。 

 なお、改正種苗法施行後は、必須形質についてすべて審査を行い特性表に記載する

必要があることから、育成者においては、日頃から品種登録に係る審査基準を念頭に

おいた調査・調査結果の取りまとめを行う必要がある。 

 

（１）以下を含む調査の概要書が提出されていること 

① 調査実施体制（担当者及び責任者） 

② 調査実施場所 

③ 調査に用いる器具等の情報 

④ 種苗、鉢、用土等の資材の情報 

⑤ 栽培歴（は種、挿し木、移植、定植等）、施肥（名称、量、時期）、農薬（名

称、量、時期）、気象データ（施設においては管理温度） 

⑥ 調査方法、調査項目、調査年月日 

⑦ 特性表 

⑧ 階級値設定表 

⑨ 調査の実施状況及び品種の特性が確認できる写真 

 

（２） 調査の概要書及び提出された調査結果において、以下の確認ができること。 

① 審査基準に即した調査が行われ、２年以上の特性調査により検定されたもの

であること。 

② 種苗管理センターが「特性調査マニュアル」を公表している種類については、

当該マニュアルに即した調査が実施されていること。 

③ 審査基準に定められた標準品種又は既存の登録品種（登録期間が終了したも

のを含む。）（以下「標準品種等」という。）を選定し出願品種及び対照品種

を評価の指標として調査していること。 

④ 類似品種（当該出願品種に最も類似する既存品種）が適正に選定されている

こと。 

⑤ 審査基準に定められた形質について、出願品種、当該形質の標準品種等及び

対照品種について、定められた調査株数の年毎の評価（計測値を含む）が添付

されていること。 
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⑥ 審査基準において観察によるものと指定された形質については、願書等に記

載された出願品種、対照品種、標準品種等の特性が適切であることを判断する

ことができる RHSカラーチャートの番号、写真等の資料が該当形質ごとに提出

されていること。区別性を評価した形質に係る写真は、対照品種との区別性が

明確に確認できるものであること。 

⑦ 選択形質以外の全ての調査結果のデータ等が提出されていること。 

⑧ 特別な調査を要する形質については、４－２に即した適切な資料であること

が確認できること。 

⑨ 出願品種の均一性の審査を行うための審査基準に定める供試株数に占める異

型個体の株数、異型の状態が分かる写真等の資料が添付されていること。 

⑩ 安定性の審査を行うための複数年のデータが添付されていること。 

⑪ 特性値の決定は、測定値をもとに標準品種と比較して評価されていること。 

 

（３）資料の品質確保に関する確認事項 

  ① 実施体制 

・当該調査に係る担当者に、当該調査と同様の試験・研究に係る実務経験が３年

以上あること。 

・当該調査の実施体制には、原則として複数の者を充てることとし、それぞれの

役割分担が明確であること 

・調査責任者が、当該調査が計画どおりに実施されたか、データの記録が適正に

行われたか、取りまとめが適正に行われたかについて、確認を行っていること。 

② 調査実施場所及び関係者以外の立入り制限 

・調査実施場所については、適正な区画が設定され、環境条件等において調査実

施にあたり問題がないこと。 

・調査区域に部外者がみだりに立ち入らないよう、必要な措置を講じていること。 

③ 調査に用いる機器等の情報 

・調査に用いる機器等は、調査開始前までに動作の確認、必要に応じて校正が行

われていること。 

④ 種苗、栽培・調査関係資材の情報（入手・管理方法含む） 

・供試品種は、入手先及び入手時期、調査開始前までの管理方法等を確認できる

こと。 

・用土、肥料・農薬等は、適切なものが使用されていること。 

・取違い防止のため、整理番号等を付したラベリングが行われていること。 

⑤ 調査実施内容・手順・スケジュール 

・調査方法が明確であること。調査の手順が審査基準やセンターのマニュアル等

と比較し適切であること。 

⑥ 記録項目・方法及びデータ保存 

・気象・調査環境等のデータについても記録されていること。 
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・作業・栽培管理に係る記録を行う作業日誌が整備されていること。 

・野帳データが保存され、審査官等からの求めに応じて提出可能であること。 

⑦ データのチェック方法 

・提出されたデータは、複数の者によりチェックが行われ、調査責任者により品

質の確保がなされていること。 
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【全部資料調査用】 

 

特性調査結果概要に関する基本情報チェックリスト 

 

 基本項目 チェック項目 ○× 

１ 組織名及び代表者 □組織名及び代表者  

２ 調査実施体制 □出願者自ら実施 

□第三者が実施 

（○○研究所の実施による） 

□同様の試験・研究に係る実務経験 

□複数の者で役割分担し実施 

□内部試験計画に基づき実施 

 

３ 調査実施場所 □調査実施場所及び具体的施設名 

□適正な試験区画の設定 

□試験区外への病原菌流出防止対策 

□部外者がみだりに立ち入らない措置 

 

４ 調査方法、調査項

目、調査年月日 

□審査基準に則し、2年以上の検定を実施 

□標準品種との相対評価 

□対照品種との類似度 

□各年の調査データ 

□区別性、均一性、安定性データ 

 

５ 調査で用いた機器

等の情報 

□事前の機器の校正、動作確認 

□RHSカラーチャート発行年（必要に応じて） 

 

６ 調査で用いた種

苗、セルトレイ、用

土等の情報 

□種苗、資材等の入手・管理等の情報 

□種苗の取り違え防止ラベルの設置 

 

７ 栽培歴 □審査基準や種苗管理センターのマニュアルに

準拠 

 

８ 調査データのチェ

ック 

□データ確認等の日付 

・複数名によるデータ確認日 ○／○ 

・責任者によるデータ検査日 ○／○ 

・気象データ ○／○～○／○ 

・作業日誌 ○／○～○／○ 

□調査野帳の保管 

 

９ 調査の実施状況及

び品種の特性が確

認できる写真 

□鮮明な写真 

□特性の確認が行える写真 

□区別性が確認できる写真 

 （必要に応じてカメラの設定を確認） 
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【願書添付調査結果概要】 

（全部資料調査の場合） 

出願品種「○○」の特性調査結果概要 

 

年 月 日 

農林水産大臣 殿 

国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構 

理事長 ○○○○ 

 

 下記のとおり、出願品種「○○」の特性調査結果概要を提出します。 

 

記 

 

１ 出願品種の名称「○○」 

 

２ 出願者 

氏名又は名称：国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構 

  住所又は居所：○○県○○市○○ 

 

３ 植物種類名 

  学名：Solanum lycopersicum L. 

  和名：トマト種 

 

４ 調査場所 

  名称：国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構○○研究所 

  住所：○○県○○市○○ 

 

５ 調査担当者 

  氏名：○○○○ 

 

６ 調査（栽培）期間 

  年 月 日 ～ 年 月 日 

 

５ 栽培概要 

（１）作型 

   ※露地栽培（マルチ、トンネル）、雨よけ栽培、施設加温栽培等 

（２）前作 

   ※前作を記載する。前作がない場合は裸地等を記載。 

（３）土壌消毒 

   ※クロルピクリン、蒸気消毒等を記載。 

（４）は種 

   ※は種日、は種場所、は種床、は種法、は種量、は種用土、種子消毒、
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覆土、その他留意した事項について記載する。 

（５）育苗 

   ※育苗場所、容器、用土、栽培管理条件、間引き、仮植、植物の生長段

階に応じた管理を記載する。 

（６）定植 

   ※定植日、定植場所、定植方法、用土、その他留意した事項を記載する。 

（７）温度管理 

   ※換気温度、暖房設定温度を記載する。 

（８）裁植距離 

   ※鉢植え：植物間○cm×○cm（１株／鉢） 

   ※土床（１条植え）：床幅○cm、株間○cm、通路○cm 

   ※土床（多条植え）：床幅○cm、○条植え（千鳥）、条間○cm、株間

○cm、通路○cm 

（９）施肥量 

（Kg／10a 当たり） 

成分 総量 元肥 追肥１ 追肥２ 備考 

Ｎ ○○ ○○ ○○ ○○ 堆肥○○ 

苦土石灰○○ Ｐ２Ｏ５ ○○ ○○ ○○ ○○ 

Ｋ２Ｏ ○○ ○○ ○○ ○○ 

 

（10）整枝・仕立て 

   ※摘心、剪定及び整枝した場合は、その時期、方法を記載する。 

（11）病害虫防除 

   ※散布回数を記載する。殺虫剤散布○回、殺菌剤散布○回 

（12）その他 

   ※日長処理、低温処理、誘引、遮光等の情報を記載する。 

（13）供試品種一覧 

   ※出願品種「○○」、対照品種「○○」、標準品種「○○」を記載。 

 

８ 調査結果 

 (1) 区別性の概要 

   出願品種は、対照品種「○○」と各重要な形質において、 

  明確に区別することができる  ［ ］ 

  明確に区別することができない ［ ］ 

 (2)均一性の報告 

   この品種は、その繁殖方法を考慮して、 

  十分に均一である  ［ ］ 

  十分に均一でない  ［ ］ 

 (3)安定性の報告 

   この品種は、その重要な形質について、 

  安定している    ［ ］ 

  安定していない   ［ ］ 
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９ その他 

 

10 調査責任者 

  氏名： 

 

11 添付資料 

(1)階級値設定表 

(2)特性表 

(3)写真 

(4)気象表 

(5)裁植図 
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【９ 添付資料 部分調査、全部調査共通】 

 （添付資料(1)階級値設定表） 
植物種類名 階級値設定表（  年  農業・食品産業技術総合研究機構○○研究所） 

 
№ 

 

 
形質 

 

小数点 
以下有 
効桁数 

 
階級値 

 

 
1 

 

 
2 

 

 
3 

 

 
4 

 

 
5 

 

 
6 

 

 
7 

 

 
8 

 

 
9 

 

 
設定根拠 

 

  

 

 

       

階 級 範

囲  

   

 ～  

 

   

 ～  

 

   

 ～  

 

   

 ～  

 

   

 ～  

 

   

 ～  

 

   

 ～  

 

   

 ～  

 

   

 ～  

 

 

 階級幅          

 中間値          

標 準 品

種 
         

  備考            

注：標準品種は「  」及び「  」、基準品種は「  」であり、備考欄に測定値を示した。 
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（添付資料(2)特性表） 
植物種類名 特性表（  年  農業・食品産業技術総合研究機構○○研究所） 
 

 

形質 

出願品種 対照品種１ 対照品種２ 

品種名 測定値 備

考 

品種名 測定値 備

考 

品種名 測定値 備

考 

出願番号          

登録番号          

特性調査年度          

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

形質 

標準品種１ 標準品種２ 標準品種３ 

品種名 測定値 備

考 

品種名 測定値 備

考 

品種名 測定値 備

考 

出願番号          

登録番号          

特性調査年度          

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考 
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（添付資料(3)写真） 
農林水産植物の種類名「品種名」 

 

全景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 撮影年月日 

 年/月/日 

 備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出願品種「品種名」表題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 撮影年月日 

 年/月/日 

 備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対照品種「品種名」表題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 撮影年月日 

 年/月/日 

 備考 
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農林水産植物の種類名「品種名」 

 

対照品種「品種名」表題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 撮影年月日 

 年/月/日 

 備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

標準品種「品種名」表題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 撮影年月日 

 年/月/日 

 備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

標準品種「品種名」表題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 撮影年月日 

 年/月/日 

 備考 
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（添付資料(4)気象表） 
気象表（  年 月～ 月） 
 
例１：施設栽培の場合 

観測場所：  農業・食品産業技術総合研究機構○○研究所 

   

  月  

   

旬

別 

       

 平均気温℃  

       

 最高気温℃  

       

 最低気温℃  

  日照時間 hr          

  特記事項    本年    平年   

 

   

月 

 

上

旬 

      

 

 中

旬 

     

下

旬 

     

月平均･合計       

※日照時間は、   気象台   観測所のデータを使用した。 
 

例２：露地栽培の場合 
観測場所：   気象台   観測所 

   

  月  

   

旬

別 

平均気温℃ 最高気温℃ 最低気温℃ 降水量 mm 日 照 時 間

hr  

       

  特記事項   

本年  平年 本年  平年 本年  平年 本年  平年 本年  平年 

 

   

月 

 

上

旬 

           

 

 中

旬 

          

下

旬 

          

月平均･合計            
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（添付資料(5)裁植図） 
 
例１：施設栽培の場合 
裁植図（トマト） 研究所内病害検定温室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  月  

   

旬

別 

       

 平均気温℃  

       

 最高気温℃  

       

 最低気温℃  

  日照時間 hr          

  特記事項    本年    平年   

 

   

月 

 

上

旬 

      

 

 中

旬 

     

下

旬 

     

月平均･合計       

※日照時間は、   気象台   観測所のデータを使用した。 
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裁植図（トマト） 研究所内栽培温室 
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５ 今後の検討事項 

 より精度の高い現地調査及び資料調査としていくには、品種登録制度や審査におけ

る試験方法に関する出願者等の理解の醸成が必要である。 

 研修により出願者等に制度や栽培試験に関して学ぶ機会を提供することで、審査を

効率的かつ精度の高いものとしていくことが可能となるとともに、新品種の開発促進

にも資することが期待されることから、今後の検討事項とする。 

 また、我が国の出願及び登録件数の１／４以上を占める個人育種家については、出

願及び栽培試験等に関する手厚い支援策の整備が必要である。 

 さらに、全体を通じて多くの意見が出された対照品種の選定については、適切な選

定ができるような情報提供や相談サービスの整備が必要である。 


